
レ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
を
使つ

か

い
こ
な
そ
う

特と
く

別べ
つ

付ふ

録ろ
く

おもな
伝
でん

送
そう

素
そ

子
し

おもな動
どう

力
りょく

源
げん

おもな出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

レッドストーン

ピストンレバー

レッドストーン

重
じゅう

量
りょう

感
かん

知
ち

板
ばん

ドア

レッドストーンの
たいまつ

レッドストーン
ランプ

ボタン 柵
さく

のゲート

反
はん

復
ぷく

装
そう

置
ち

コンパレーター

日
にっ

照
しょう

センサー トラップドア

「レッドストーン」とは、地
ち

中
ちゅう

奥
おく

深
ふか

くにあるレッドストーン鉱
こう

石
せき

からゲットできる特
とく

殊
しゅ

な粉
こな

だ。これを利
り

用
よう

することで複
ふく

雑
ざつ

なレッドストーン回
かい

路
ろ

を作
つく

ることができる。

さまざまな仕
し

掛
か

けを遠
えん

隔
かく

操
そう

作
さ

したり、各
かく

種
しゅ

作
さ

業
ぎょう

を自
じ

動
どう

化
か

するのに役
やく

立
だ

つ「レッドストーン
回
かい

路
ろ

」。しかし、仕
し

組
く

みや扱
あつか

いが難
むずか

しいので、う
まく使

つか

いこなせないという人
ひと

も多
おお

いはずだ。こ
こでは、そんな初

しょ

心
しん

者
しゃ

のためにレッドストーン
回
かい

路
ろ

の基
き

本
ほん

をバッチリ解
かい

説
せつ

していくぞ。

初
しょ

心
しん

者
しゃ

必
ひっ

見
けん

！　誰
だれ

でもわかる
レッドストーン回

かい

路
ろ

入
にゅう

門
もん

！
ま
ず
は
レ
ッ
ド

ス
ト
ー
ン
を
ゲ
ッ
ト

レッドストーン回
かい

路
ろ

とは、「動
どう

力
りょく

源
げん

」から「出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

」に動
どう

力
りょく

を送
おく

り、さまざまな動
どう

作
さ

を実
じっ

行
こう

す
る仕

し

組
く

みのことだ。また、動
どう

力
りょく

源
げん

から離
はな

れた場
ば

所
しょ

に出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

がある場
ば

合
あい

は、レッドストーンな
どの「伝

でん

送
そう

素
そ

子
し

（動
どう

力
りょく

を伝
つた

える部
ぶ

品
ひん

）」を経
けい

由
ゆ

させることもある。下
か

図
ず

は、レバー（動
どう

力
りょく

源
げん

）か
ら発

はっ

生
せい

した動
どう

力
りょく

がレッドストーン（伝
でん

送
そう

素
そ

子
し

）
を伝

つた

わり、ピストン（出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

）を動
どう

作
さ

させる
仕
し

組
く

みを解
かい

説
せつ

した例
れい

だ。これがレッドストーン
回
かい

路
ろ

の基
き

本
ほん

的
てき

な形
かたち

となる。

レッドストーン回
かい

路
ろ

って何
なん

なの？
基
き
礎
そ

知
ち
識
しき

レバーとピストンをレッドストーンで接
せつ

続
ぞく

した
回
かい

路
ろ

の例
れい

。レバーをオンにすると、レバーか
ら動

どう

力
りょく

が発
はっ

生
せい

してピストンに伝
つた

わるのだ。そ
の結

けっ

果
か

、ピストンが伸
の

びた状
じょう

態
たい

に動
どう

作
さ

する。

「動
どう

力
りょく

源
げん

」と「出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

」を「伝
でん

送
そう

素
そ

子
し

」で接
せつ

続
ぞく

するのが基
き

本
ほん

！

動
どう

力
りょく

源
げん

伝
でん

送
そう

素
そ

子
し

出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

動
どう

力
りょく

レッドストーン

レッドストーン回
かい

路
ろ

を徹
てっ

底
てい

攻
こう

略
りゃく

！初はじめての人ひとでもわかりやすく
解
かい

説
せつ

！レッドストーンを
使いこなそう！

1



レッドストーンの性
せい

質
しつ

を把
は

握
あく

しよう
基
き
本
ほん

1
まずは、レッドストーンの基

き

本
ほん

的
てき

な性
せい

質
しつ

を理
り

解
かい

しておこう。レッドストーンの設
せっ

置
ち

方
ほう

法
ほう

や動
どう

力
りょく

のオン／オフ状
じょう

態
たい

を見
み

極
きわ

める方
ほう

法
ほう

など、重
じゅう

要
よう

な4つのポイントを以
い

下
か

にまとめたので目
め

を
通
とお

しておくこと。実
じっ

際
さい

にゲーム内
ない

で操
そう

作
さ

しなが
ら確

たし

かめてみると、より理
り

解
かい

しやすくなるぞ。

レッドストーンの配
はい

置
ち

方
ほう

法
ほう

1

オン／オフ状
じょう

態
たい

を見
み

極
きわ

める3

回
かい

路
ろ

を設
せっ

置
ち

できないブロック2

回
かい

路
ろ

は1ブロック扱
あつか

いで考
かんが

える4

レッドストーンはブロックの上
じょう

面
めん

に使
つか

うことで設
せっ

置
ち

可
か

能
のう

だ。
隣
とな

り合
あ

った回
かい

路
ろ

は自
じ

動
どう

で接
せつ

続
ぞく

されるので、回
かい

路
ろ

を接
せつ

続
ぞく

した
くない場

ば

合
あい

は水
すい

平
へい

方
ほう

向
こう

に1ブロック以
い

上
じょう

離
はな

す必
ひつ

要
よう

がある。

動
どう

力
りょく

が伝
つた

わっているレッドストーンは、赤
あか

く光
ひか

るだけでなく
特
とく

殊
しゅ

なエフェクトが表
ひょう

示
じ

される。これにより、現
げん

在
ざい

回
かい

路
ろ

がオ
ンなのかオフなのかを見

み

分
わ

けることが可
か

能
のう

だ。

レッドストーンはほとんどのブロックに設
せっ

置
ち

できるが、ハー
フブロック（下

した

半
はん

分
ぶん

の状
じょう

態
たい

）、階
かい

段
だん

の段
だん

差
さ

がある面
めん

など、一
いち

部
ぶ

のブロックには設
せっ

置
ち

できない。

レッドストーン自
じ

体
たい

は薄
うす

いブロックとして設
せっ

置
ち

されるが、実
じっ

際
さい

は1ブロック分
ぶん

の判
はん

定
てい

がある。そのため、レッドストーンと
同
おな

じ空
くう

間
かん

内
ない

には他
ほか

の設
せっ

置
ち

物
ぶつ

を置
お

くことができない。

レッドストーン回
かい

路
ろ

の動
どう

力
りょく

には、オンとオフふ
たつの状

じょう

態
たい

だけしかないように思
おも

ってしまい
がちだが、実

じつ

は違
ちが

う。動
どう

力
りょく

には、0〜15レベル
の「強

きょう

度
ど

」が存
そん

在
ざい

しているのだ。たとえば、レ
バーやボタンといった動

どう

力
りょく

源
げん

は、オン状
じょう

態
たい

にす
ると最

さい

大
だい

の15レベルで動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

するように
なっている。しかし、日

にっ

照
しょう

センサーなど一
いち

部
ぶ

の
動
どう

力
りょく

源
げん

は、状
じょう

況
きょう

に応
おう

じて出
しゅつ

力
りょく

強
きょう

度
ど

が0〜15の
間
あいだ

で変
へん

化
か

するようになっているのだ。

強
きょうど

度が0の場
ばあい

合はオフ状
じょうたい

態、１〜１５までの場
ばあい

合はオン
状
じょうたい

態になると認
にんしき

識しておこう。強
きょうど

度が具
ぐ

体
たい

的
てき

にどう影
えいきょう

響
するのかは、この後

あと

のページで解
かいせつ

説する。

動
どう

力
りょく

には「強
きょう

度
ど

」が
存
そん

在
ざい

する

隣
とな

り合
あ

った回
かい

路
ろ

はすべてつながる 設
せっ

置
ち

できないブロックもある

オン状
じょう

態
たい

オフ状
じょう

態
たい

動
どう

力
りょく

が伝
つた

わっている状
じょう

態
たい

松
たい

明
まつ

や看
かん

板
ばん

などは設
せっ

置
ち

不
ふ

可
か

0 動
どう

力
りょく

の強
きょう

度
ど

１５

オン状
じょうたい

態Point
弱
よわ

い 強
つよ

い

オフ状
じょうたい

態

2



レ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
を
使つ

か

い
こ
な
そ
う

特と
く

別べ
つ

付ふ

録ろ
く

レッドストーンを配
はい

置
ち

してみよう
基
き
本
ほん

2
レッドストーンで回

かい

路
ろ

を作
つく

るなら、まずはレッ
ドストーンを配

はい

置
ち

するための基
き

本
ほん

的
てき

なルール
を覚

おぼ

えておく必
ひつ

要
よう

がある。このルールを守
まも

らず

に回
かい

路
ろ

を作
つく

ろうとすれば、まず間
ま

違
ちが

いなく回
かい

路
ろ

の作
さく

成
せい

は失
しっ

敗
ぱい

する。ここであげた6つの基
き

本
ほん

ルールをまずは頭
あたま

に叩
たた

き込
こ

んでほしい。

レッドストーンを枝
えだ

分
わ

かれさせた回
かい

路
ろ

も作
さく

成
せい

可
か

能
のう

だ。この
場
ば

合
あい

、動
どう

力
りょく

はつながっているレッドストーンすべてに流
なが

れる
ようになっている。分

ぶん

岐
き

で強
きょう

度
ど

が弱
よわ

まることはない。

回
かい

路
ろ

は分
ぶん

岐
き

できる2

また、逆
さか

さまの階
かい

段
だん

やハーフブロックでレッドストーンの通
とお

り道
みち

を半
はん

分
ぶん

残
のこ

すようにすれば回
かい

路
ろ

が切
き

れない。逆
さか

さまの階
かい

段
だん

の場
ば

合
あい

は、さらに上
うえ

へ回
かい

路
ろ

を分
ぶん

岐
き

させることも可
か

能
のう

だ。

ハーフブロックや階
かい

段
だん

はOK6

ブロックの段
だん

差
さ

が2段
だん

以
い

上
じょう

ある場
ば

合
あい

は接
せつ

続
ぞく

されない。２段
だん

以
い

上
じょう

の高
こう

低
てい

差
さ

がある場
ば

所
しょ

は螺
ら

旋
せん

階
かい

段
だん

状
じょう

につなげよう。
階
かい

段
だん

状
じょう

のブロックにレッドストーンを置
お

くと、下
した

の段
だん

のレッ
ドストーンと自

じ

動
どう

でつながる。上
あ

がり下
さ

がりも自
じ

由
ゆう

自
じ

在
ざい

だ。

２ブロックの高
こう

低
てい

差
さ

は届
とど

かない4

レッドストーンを伝
つた

わる動
どう

力
りょく

は、水
すい

平
へい

方
ほう

向
こう

に1ブロック進
すす

む
ごとに強

きょう

度
ど

が1つ減
へ

ってしまう。動
どう

力
りょく

源
げん

から15ブロックより
離
はな

れると強
きょう

度
ど

が0になり、動
どう

力
りょく

が届
とど

かなくなるのだ。

回
かい

路
ろ

の長
なが

さは最
さい

大
だい

15ブロック1

階
かい

段
だん

状
じょう

の回
かい

路
ろ

で角
かど

を塞
ふさ

ぐようにブロックを置
お

くと、回
かい

路
ろ

が
途
と

中
ちゅう

で切
せつ

断
だん

されてしまうので注
ちゅう

意
い

。ただし、同
おな

じ位
い

置
ち

にガラ
スを置

お

くと、回
かい

路
ろ

は切
き

れず動
どう

力
りょく

も通
つう

過
か

することができる。

ブロックで回
かい

路
ろ

が切
き

れることも5

回
かい

路
ろ

は階
かい

段
だん

状
じょう

でもつながる3

15ブロックを超
こ

えると動
どう

力
りょく

は届
とど

かない

5 10 15ブロック数
すう

段
だん

差
さ

でも自
じ

動
どう

でつながる 2段
だん

以
い

上
じょう

段
だん

差
さ

があるとつながらない

階
かい

段
だん

を逆
さか

さまに設
せっ

置
ち

回
かい

路
ろ

が切
き

れる

3



動
どう

力
りょく

源
げん

と接
せつ

続
ぞく

してみよう
基
き
本
ほん

3
動
どう

力
りょく

源
げん

（レバーやボタンなど）は、基
き

本
ほん

的
てき

に
自
じ

身
しん

の前
ぜん

後
ご

左
さ

右
ゆう

と上
じょう

下
げ

方
ほう

向
こう

の1ブロック分
ぶん

の
範
はん

囲
い

に動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

する（斜
なな

め方
ほう

向
こう

は除
のぞ

く）。こ
の範

はん

囲
い

内
ない

にレッドストーンや出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

を配
はい

置
ち

すると、動
どう

力
りょく

を得
え

ることが可
か

能
のう

だ。さらに重
じゅう

要
よう

なポイントとして、「動
どう

力
りょく

源
げん

が設
せっ

置
ち

されたブロッ
クは、そのブロック自

じ

体
たい

も動
どう

力
りょく

源
げん

になる」ので
覚
おぼ

えておこう。ただし、レッドストーンのたいま
つだけは異

こと

なり「たいまつの真
ま

上
うえ

のブロックが
動
どう

力
りょく

源
げん

になる」ので間
ま

違
ちが

えないように。

上
じょう

図
ず

はブロックにレバーを取
と

り付
つ

け、周
しゅう

囲
い

をレッドストーンランプで囲
かこ

んだ例
れい

。図
ず

中
ちゅう

のマークが付
つ

いている場
ば

所
しょ

で動
どう

力
りょく

源
げん

と接
せつ

続
ぞく

され、点
てん

灯
とう

していることがわかる。

多
おお

くの動
どう

力
りょく

源
げん

は設
せっ

置
ち

しているブロックも動
どう

力
りょく

源
げん

化
か

する！1

たいまつの出
しゅつ

力
りょく

が反
はん

転
てん

する場
ば

合
あい

も！

動
どう

力
りょく

源
げん

とレッドストーンとの接
せつ

続
ぞく

例
れい

を見
み

てみよう2

動
どう

力
りょく

源
げん

と同
おな

じ高
たか

さなら、動
どう

力
りょく

源
げん

の手
て

前
まえ

からでも接
せつ

続
ぞく

できる。上
じょう

図
ず

のよう
にレバーの手

て

前
まえ

から接
せつ

続
ぞく

してレッドス
トーンを伸

の

ばすことも可
か

能
のう

だ

レッドストーンのたいまつだけは真
ま

上
うえ

のブロックを動
どう

力
りょく

源
げん

化
か

する！3

レッドストーンのたいまつは設
せっ

置
ち

したブロックを動
どう

力
りょく

源
げん

化
か

しない。その代
か

わり、
たいまつの真

ま

上
うえ

にあるブロックを動
どう

力
りょく

源
げん

化
か

する性
せい

質
しつ

がある。

レッドストーンのたいまつの設
せっ

置
ち

ブロッ
ク自

じ

体
たい

に動
どう

力
りょく

が伝
でん

達
たつ

している場
ば

合
あい

、出
しゅつ

力
りょく

が反
はん

転
てん

してオフ状
じょう

態
たい

になる。

見
み

た目
め

ではつながってないように見
み

えるが、レバーが設
せっ

置
ち

された動
どう

力
りょく

源
げん

化
か

ブロックの真
ま

下
した

からでも接
せつ

続
ぞく

でき
る。意

い

外
がい

と忘
わす

れがちな接
せつ

続
ぞく

例
れい

だ。

動
どう

力
りょく

源
げん

の真
ま

上
うえ

は接
せつ

続
ぞく

可
か

能
のう

範
はん

囲
い

だが、
レッドストーンでは接

せつ

続
ぞく

できない。上
じょう

図
ず

のように組
く

んでも２マス上
うえ

にレッド
ストーンがあると判

はん

断
だん

されるのだ。

…動
どう

力
りょく

源
げん

化
か

ブロック

…動
どう

力
りょく

源
げん

…動
どう

力
りょく

源
げん

からの動
どう

力
りょく

出
しゅつ

力
りょく

…�動
どう

力
りょく

源
げん

化
か

ブロックからの
動
どう

力
りょく

出
しゅつ

力
りょく

…�伝
でん

送
そう

素
そ

子
し

では接
せつ

続
ぞく

不
ふ

可
か

（出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

のみ接
せつ

続
ぞく

可
か

）

横
よこ

から見
み

た接
せつ

続
ぞく

可
か

能
のう

位
い

置
ち

横
よこ

から見
み

た接
せつ

続
ぞく

可
か

能
のう

位
い

置
ち

上
うえ

から見
み

た接
せつ

続
ぞく

可
か

能
のう

位
い

置
ち

上
うえ

から見
み

た接
せつ

続
ぞく

可
か

能
のう

位
い

置
ち

レッドストーン

オフになる

4



レ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
を
使つ

か

い
こ
な
そ
う

特と
く

別べ
つ

付ふ

録ろ
く

出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

と接
せつ

続
ぞく

してみよう
基
き
本
ほん

4
出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

（ドアやレッドストーンランプなど）
も、動

どう

力
りょく

源
げん

と同
どう

様
よう

に自
じ

身
しん

の前
ぜん

後
ご

左
さ

右
ゆう

と上
じょう

下
げ

方
ほう

向
こう

の1ブロック分
ぶん

の範
はん

囲
い

で接
せつ

続
ぞく

できる。この範
はん

囲
い

内
ない

にレッドストーンや動
どう

力
りょく

源
げん

を配
はい

置
ち

できれ
ば、動

どう

力
りょく

を渡
わた

すことが可
か

能
のう

だ。ただし、レッドス

トーンを接
せつ

続
ぞく

する際
さい

は、出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

としっかりつ
ながっていないと動

どう

力
りょく

が伝
つた

わらない。自
じ

分
ぶん

で
は出

しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

と接
せつ

続
ぞく

させているつもりで回
かい

路
ろ

を
作
つく

っていても、回
かい

路
ろ

として成
せい

立
りつ

していないケー
スが多

た

々
た

あるので注
ちゅう

意
い

しよう。

出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

と接
せつ

続
ぞく

できる範
はん

囲
い

を把
は

握
あく

しておこう1

動
どう

力
りょく

源
げん

とレッドストーンとの接
せつ

続
ぞく

例
れい

を見
み

てみよう2

横
よこ

から見
み

た接
せつ

続
ぞく

可
か

能
のう

位
い

置
ち

上
うえ

から見
み

た接
せつ

続
ぞく

可
か

能
のう

位
い

置
ち

…�出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

�…接
せつ

続
ぞく

可
か

能
のう

位
いち

置

…�伝
でん

送
そう

素
そ

子
し

では接
せつ

続
ぞく

不
ふ

可
か

（動
どう

力
りょく

源
げん

のみ接
せつ

続
ぞく

可
か

）

上
じょう

図
ず

はレッドストーンランプが動
どう

力
りょく

を受
う

け取
と

れる場
ば

所
しょ

にレッドストーンブロック
を配

はい

置
ち

した例
れい

。レッドストーンから入
にゅう

力
りょく

する場
ば

合
あい

は回
かい

路
ろ

の方
ほう

向
こう

も重
じゅう

要
よう

になる。

レッドストーンは、出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

に対
たい

して真
ま

っ直
す

ぐ入
にゅう

力
りょく

する必
ひつ

要
よう

がある。出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

の真
ま

横
よこ

を横
よこ

切
ぎ

っても動
どう

力
りょく

は伝
つた

わらな
いので注

ちゅう

意
い

しよう。

出し
ゅ
つ

力り
ょ
く

装そ
う

置ち

の
真ま

下し
た

部ぶ

分ぶ
ん

は
、レ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
だ
と

つ
な
が
ら
な
い
の
で
注ち

ゅ
う

意い

。

出し
ゅ
つ

力り
ょ
く

装そ
う

置ち

が
隣り

ん

接せ
つ

し
て
い
る
場ば

合あ
い

、回か
い

路ろ

が
つ
な
が
っ
て

し
ま
っ
て
装そ

う

置ち

に
動ど

う

力り
ょ
く

が
伝つ

た

わ
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。そ

ん
な
時と

き

は
ブ
ロ
ッ
ク
を
動ど

う

力り
ょ
く

源げ
ん

化か

し
て
接せ

つ

続ぞ
く

し
て
み
よ

う
。詳く

わ

し
い
原げ

ん

理り

は
下し

た

の
カ
コ
ミ
記き

事じ

を
参さ

ん

照し
ょ
う

。

レッドストーンが設
せっ

置
ち

された
ブロック自

じ

体
たい

にも動
どう

力
りょく

がある！
「オン状

じょう

態
たい

のレッドストーンが設
せっ

置
ち

されたブ
ロックは、隣

りん

接
せつ

する出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

のみに動
どう

力
りょく

を与
あた

え
る」という特

とく

殊
しゅ

なルールも覚
おぼ

えておこう。この性
せい

質
しつ

を使
つか

いこなすことで、回
かい

路
ろ

の自
じ

由
ゆう

度
ど

がかなり
変
か

わってくるのだ。

上
じょう

図
ず

の例
れい

だと、木
もく

材
ざい

ブロックに隣
りん

接
せつ

するランプが点
てん

灯
とう

し
ているのがわかる。なお、点

てん

灯
とう

したランプと同
おな

じ位
い

置
ち

に
レッドストーンを配

はい

置
ち

しても動
どう

力
りょく

は受
う

け取
と

れない。

周
しゅう

囲
い

のレッドストーンランプが点
てん

灯
とう

接
せつぞく

続されていない

5



反
はん

復
ぷく

装
そう

置
ち

で回
かい

路
ろ

を延
えん

長
ちょう

する

コンパレーターで動
どう

力
りょく

を操
そう

作
さ

する

基
き
本
ほん

5

基
き
本
ほん

6
コンパレーターは、設

せっ

置
ち

時
じ

の正
しょう

面
めん

側
がわ

がメイ
ン入

にゅう

力
りょく

で、横
よこ

から回
かい

路
ろ

をつなげるとサブ入
にゅう

力
りょく

と
して受

う

け取
と

る装
そう

置
ち

だ。動
どう

力
りょく

がメイン<サブにな

ると回
かい

路
ろ

を遮
しゃ

断
だん

する「遮
しゃ

断
だん

モード」と、メイン動
どう

力
りょく

からサブの動
どう

力
りょく

分
ぶん

減
へ

らす「減
げん

算
ざん

モード」があ
る。モードはZLボタンで変

へん

更
こう

可
か

能
のう

だ。

反
はん

復
ぷく

装
そう

置
ち

は、レッドストーン回
かい

路
ろ

の動
どう

力
りょく

強
きょう

度
ど

を最
さい

大
だい

の15まで戻
もど

す機
き

能
のう

を持
も

つ装
そう

置
ち

だ。4
ページで回

かい

路
ろ

は最
さい

長
ちょう

15ブロックという話
はなし

をし
たが、反

はん

復
ぷく

装
そう

置
ち

を使
つか

うと動
どう

力
りょく

の強
きょう

度
ど

を復
ふっ

活
かつ

さ
せ、さらに15マス延

えん

長
ちょう

できる。複
ふく

数
す

利
うり

用
よう

すれ
ば、いくらでも回

かい

路
ろ

を延
えん

長
ちょう

可
か

能
のう

だ。また、動
どう

力
りょく

の伝
でん

達
たつ

速
そく

度
ど

を遅
おく

らせる（4段
だん

階
かい

）機
き

能
のう

もある。
複
ふく

数
すう

の装
そう

置
ち

を時
じ

間
かん

差
さ

で動
どう

作
さ

させたい場
ば

合
あい

な
どに利

り

用
よう

すると便
べん

利
り

だ。

メイン入
にゅう

力
りょく

（赤
あか

文
も

字
じ

）よりサブ入
にゅう

力
りょく

（青
あお

文
も

字
じ

）の方
ほう

が入
にゅう

力
りょく

強
きょう

度
ど

が大きい場
ば

合
あい

、回
かい

路
ろ

の出
しゅつ

力
りょく

を遮
しゃ

断
だん

する。
（メイン）－（サブ）の動

どう

力
りょく

のみ送
おく

り出
だ

す減
げん

算
ざん

モード。サブ
入
にゅう

力
りょく

の動
どう

力
りょく

がメインを上
うわ

回
まわ

ると回
かい

路
ろ

が切
き

れる。

反
はん

復
ぷく

装
そう

置
ち

を動
どう

力
りょく

源
げん

から15ブロック以
い

内
ない

に設
せっ

置
ち

すると、さら
に15マス回

かい

路
ろ

を延
えん

長
ちょう

できる。延
えん

長
ちょう

は何
なん

度
ど

でも可
か

能
のう

だ。

回
かい

路
ろ

をさらに15マス延
えん

長
ちょう

可
か

能
のう

1

反
はん

復
ぷく

装
そう

置
ち

を通
とお

った動
どう

力
りょく

は、1〜4チック（1チック＝0.1秒
びょう

）の
遅
ち

延
えん

が発
はっ

生
せい

する。遅
ち

延
えん

は4段
だん

階
かい

で切
き

り替
か

え可
か

能
のう

だ。

動
どう

力
りょく

の伝
つた

わる速
そく

度
ど

を変
へん

更
こう

する2

反
はん

復
ぷく

装
そう

置
ち

は向
む

きが決
き

まっており、反
はん

対
たい

側
がわ

や横
よこ

方
ほう

向
こう

に動
どう

力
りょく

を
流
なが

すことはできない。動
どう

力
りょく

の逆
ぎゃく

流
りゅう

を防
ふせ

ぐのにも有
ゆう

効
こう

だ。

動
どう

力
りょく

を一
いち

方
ほう

向
こう

にだけ流
なが

す3
ZLボタンで4段

だん

階
かい

切
き

り替
か

え 流
なが

れる

強
きょう

度
ど

最
さい

大
だい

で延
えん

長
ちょう

流
なが

れない

遮
しゃ

断
だん

モード 減
げん

算
ざん

モード

メイン＜サブの
場
ば

合
あい

動
どう

力
りょく

を遮
しゃ

断
だん

メイン-サブの
動
どう

力
りょく

を送
おく

り出
だ

す

15 15

15

15 14 13

12

14 214
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レ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
を
使つ

か

い
こ
な
そ
う

特と
く

別べ
つ

付ふ

録ろ
く

矢
や

の連
れん

射
しゃ

装
そう

置
ち

を作
つく

ってみよう!
基
き
本
ほん

7
ここまで解

かい

説
せつ

したことを利
り

用
よう

して、矢
や

の連
れん

射
しゃ

装
そう

置
ち

を作
つく

ってみよう。矢
や

を連
れん

射
しゃ

させるためには、
「クロック回

かい

路
ろ

」にディスペンサーを接
せつ

続
ぞく

する

必
ひつ

要
よう

がある。クロック回
かい

路
ろ

とは、オン／オフを
連
れん

続
ぞく

で繰
く

り返
かえ

す回
かい

路
ろ

のことで、コンパレーター
と反

はん

復
ぷく

装
そう

置
ち

を組
く

み合
あ

わせて作
さく

成
せい

が可
か

能
のう

だ。

コンパレーターからの出
しゅつ

力
りょく

をループさせ、自
じ

身
しん

のサブ入
にゅう

力
りょく

に入
い

れる。この時
とき

、途
と

中
ちゅう

に反
はん

復
ぷく

装
そう

置
ち

を挟
はさ

んでおくと、オン／
オフの繰

く

り返
かえ

し間
かん

隔
かく

を調
ちょう

整
せい

することができる。

反復装置で間
かん

隔
かく

を調
ちょう

整
せい

2

ディスペンサーから大
たい

量
りょう

の矢
や

が一
いっ

斉
せい

射
しゃ

出
しゅつ

されている！　モンスターが襲
おそ

ってきても
これならバッチリ家

いえ

を守
まも

れそうだ。

大
たい

量
りょう

の矢
や

が射
しゃ

出
しゅつ

された！7

まずは、レバーなどの出
しゅつ

力
りょく

源
げん

とコンパレーターを接
せつ

続
ぞく

。さ
らにコンパレーターを「減

げん

算
ざん

モード」にしておこう。コンパ
レーターの接

せつ

続
ぞく

時
じ

は向
む

きに注
ちゅう

意
い

すること。

クロック回
かい

路
ろ

を作
つく

ろう1

これで回
かい

路
ろ

全
ぜん

体
たい

が完
かん

成
せい

。早
さっ

速
そく

スイッチをオンにしてみよ
う。回

かい

路
ろ

がチカチカと光
ひか

ったらクロック回
かい

路
ろ

が正
ただ

しく動
うご

いて
いる証

しょう

拠
こ

だ。正
しょう

面
めん

のディスペンサー側
がわ

を見
み

てみると……？

スイッチを入
い

れてみよう6

これでクロック回
かい

路
ろ

は完
かん

成
せい

。あとは回
かい

路
ろ

を伸
の

ばして発
はっ

射
しゃ

台
だい

となるブロック
を上

じょう

図
ず

のように作
さく

成
せい

する。

発
はっ

射
しゃ

台
だい

を作
つく

る3

発
はっ

射
しゃ

台
だい

にディスペンサーを複
ふく

数
すう

設
せっ

置
ち

しておく。すべてのディスペンサーに
動
どう

力
りょく

が伝
つた

わることを確
かく

認
にん

すること。

ディスペンサーを設
せっ

置
ち

4

各
かく

ディスペンサーには、矢
や

をたくさん
入
い

れておこう。ひとつのディスペン
サーに最

さい

大
だい

64×6つ入
はい

る。

矢
や

をセットする5

ZLボタンで遅
ち

延
えん

の度
ど

合
あ

いを変
へん

更
こう

ランプを点
つ

けて減
げん

算
ざん

モードに

矢
や

を入
い

れる
ディスペンサー

チカチカし
たら

成
せい

功
こう

!!
なんという

破
は

壊
かい

力
りょく

だ!!
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回
かい

路
ろ

中
ちゅう

に使
つか

える全
ぜん

パーツ解
かい

説
せつ

！
最
さい

後
ご

に、現
げん

在
ざい

レッドストーン回
かい

路
ろ

で利
り

用
よう

でき
るブロックや設

せっ

置
ち

物
ぶつ

について解
かい

説
せつ

しておこう。
「どんな動

どう

力
りょく

源
げん

があるのか」、「この出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

はどんな動
うご

きをするのか」などを把
は

握
あく

しておけ
ば、回

かい

路
ろ

作
づく

りもスムーズになるはず。

さまざまな動
どう

力
りょく

源
げん

と出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

を
実
じっ

際
さい

につなげて、
どういった動

どう

作
さ

が起
お

こるのかを
確
たし

かめてみよう。

動
どう

力
りょく

源
げん

出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

付
ふ

録
ろく

動
ど う

力
りょく

源
げ ん

 　レッドストーン回
かい

路
ろ

の動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

するブロック／設
せっ

置
ち

物
ぶつ

木
もく

製
せい

／石
いし

の重
じゅう

量
りょう

感
かん

知
ち

板
ばん

　
各
かく

種
しゅ

M
モ ブ

obが上
うえ

に乗
の

っている間
あいだ

、最
さい

大
だい

強
きょう

度
ど

（15）の動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

し続
つづ

ける。木
もく

製
せい

の
感
かん

知
ち

板
ばん

はドロップしたアイテムが乗
の

っても反
はん

応
のう

する。

重
じゅう

量
りょう

感
かん

知
ち

板
ばん

（軽
けい

）／（重
じゅう

）

各
かく

種
しゅ

M
モ ブ

obやアイテムが上
うえ

に乗
の

っている間
あいだ

、その数
かず

に応
おう

じて1〜15の強
きょう

度
ど

で動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

し続
つづ

ける。（重
じゅう

）版
ばん

は（軽
けい

）版
ばん

より10倍
ばい

感
かん

度
ど

が低
ひく

く、大
たい

量
りょう

の数
かず

を計
けい

測
そく

可
か

能
のう

。なお、
同
おな

じM
モ ブ

ob／アイテムが複
ふく

数
すう

重
かさ

なっている場
ば

合
あい

は、数
かず

に関
かん

係
けい

なく1つと数
かぞ

えられる。

ボタン
ボタンを押

お

すと、少
すこ

しの間
あいだ

（石
いし

のボタンは1秒
びょう

、木
き

のボタンは1.5秒
びょう

）最
さい

大
だい

強
きょう

度
ど

（15）の動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

する。時
じ

間
かん

が経
た

つと自
じ

動
どう

的
てき

にオフ状
じょう

態
たい

となる。

レバー レバーをオンにすることで、最
さい

大
だい

強
きょう

度
ど

（15）の動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

し続
つづ

ける。

トリップワイヤーフック
２つのフックをつなげているワイヤー（糸）に各

かく

種
しゅ

M
モ ブ

obやアイテムが触
ふ

れている
間
あいだ

、最
さい

大
だい

強
きょう

度
ど

（15）の動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

し続
つづ

ける。

トラップチェスト
チェストを開

あ

けている間
あいだ

、1〜15の強
きょう

度
ど

で動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

し続
つづ

ける。動
どう

力
りょく

の強
きょう

度
ど

は、
同
どう

時
じ

に同
おな

じチェストを開
あ

けているプレイヤーの数
かず

に応
おう

じて強
つよ

くなる。

日
にっ

照
しょう

センサー
太
たい

陽
よう

光
こう

（松
たい

明
まつ

などは含
ふく

まず）を検
けん

出
しゅつ

し、明
あか

るさに応
おう

じて0〜15の強
きょう

度
ど

で動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

す
る。夜

や

間
かん

検
けん

出
しゅつ

モードに切
き

り替
か

えると、暗
くら

くなるほど出
しゅつ

力
りょく

強
きょう

度
ど

が強
つよ

くなる。

感
かん

知
ち

レール
真
ま

上
うえ

にトロッコが乗
の

っている間
あいだ

、最
さい

大
だい

強
きょう

度
ど

（15）で動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

し続
つづ

ける。なお、コン
パレーターと接

せつ

続
ぞく

した場
ば

合
あい

、チェスト付
つ

きトロッコやホッパー付
つ

きトロッコの内
ない

容
よう

量
りょう

に
応
おう

じて出
しゅつ

力
りょく

強度が変
へん

化
か

。この場
ば

合
あい

、通
つう

常
じょう

のトロッコが通
つう

過
か

しても検
けん

出
しゅつ

されなくなる。

レッドストーンの
たいまつ

最
さい

大
だい

強
きょう

度
ど

（15）で動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

し続
つづ

ける特
とく

殊
しゅ

なのたいまつ。設
せっ

置
ち

しているブロックに
動
どう

力
りょく

が入
にゅう

力
りょく

されている場
ば

合
あい

、レッドストーンのたいまつ自
じ

身
しん

の出
しゅつ

力
りょく

が反
はん

転
てん

し、「オ
フ状
じょう

態
たい

（出
しゅつ

力
りょく

強
きょう

度
ど

ゼロ）」の動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

するようになる。

レッドストーンのブロック 常
つね

に最
さい

大
だい

強
きょう

度
ど

（15）で動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

する特
とく

殊
しゅ

なブロック。

各
かく

種
しゅ

ブロック
（動

どう

力
りょく

源
げん

化
か

した状
じょう

態
たい

）

一
いっ

般
ぱん

的
てき

なブロックは動
どう

力
りょく

源
げん

にならないが、動
どう

力
りょく

源
げん

（レッドストーンのたいまつ以
い

外
がい

）が設
せっ

置
ち

されたブロック、レッドストーンのたいまつの真
ま

上
うえ

にあるブロックな
どは、そのブロック自

じ

体
たい

も動
どう

力
りょく

源
げん

となる。さらに、オン状
じょう

態
たい

のレッドストーンが
設
せっ

置
ち

されたブロックは、隣
りん

接
せつ

した出
しゅつ

力
りょく

装
そう

置
ち

に動
どう

力
りょく

を渡
わた

すことが可
か

能
のう

だ。

観
かん

察
さつ

者
しゃ 顔

かお

の模
も

様
よう

が付
つ

いた面
めん

に隣
りん

接
せつ

する1ブロックを監
かん

視
し

し、ブロックに変
へん

化
か

(更
こう

新
しん

)がある
とブロックの後

うしろ

側
がわ

ろから一
いっ

瞬
しゅん

だけ動
どう

力
りょく

を出
しゅつ

力
りょく

する。

書
しょ

見
けん

台
だい

置
お

いてある本
ほん

のページがめくられると一
いっ

瞬
しゅん

だけレッドストーン信
しん

号
ごう

を発
はっ

する。レッ
ドストーンコンパレーターを接

せつ

続
ぞく

すると、開
ひら

いているページに応
おう

じて信
しん

号
ごう

を送
おく

る。
(最
さい

大
だい

15で、ページ数
すう

が増
ふ

えると1ページごとの信
しん

号
ごう

は弱
よわ

くなる)

ターゲット
矢
や

や雪
ゆき

玉
だま

など、投
な

げられるアイテムが命
めい

中
ちゅう

すると信
しん

号
ごう

を発する。投
な

げたものが真
ま

ん
中
なか

に近
ちか

い場
ば

所
しょ

に当
あ

たるほど信
しん

号
ごう

は強
つよ

くなり、1～15のあいだで変
へん

化
か

する。
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レ
ッ
ド
ス
ト
ー
ン
を
使つ

か

い
こ
な
そ
う

特と
く

別べ
つ

付ふ

録ろ
く

伝
で ん

送
そ う

素
そ

子
し

　動
どう

力
りょく

を受
う

けて隣
りん

接
せつ

するパーツに動
どう

力
りょく

を送
おく

る設
せっ

置
ち

物
ぶつ

レッドストーン
レッドストーンを複

ふく

数
すう

接
せつ

続
ぞく

することで、動
どう

力
りょく

源
げん

から受
う

けた動
どう

力
りょく

を伝
つた

えることがで
きる。ただし、レッドストーン中

ちゅう

を伝
つた

う動
どう

力
りょく

は、水
すい

平
へい

方
ほう

向
こう

の1ブロック分
ぶん

につき1
レベルずつ弱

よわ

まっていくため、最
さい

大
だい

15ブロック分
ぶん

の範
はん

囲
い

までしか届
とど

かない。

レッドストーン
反
はん

復
ぷく

装
そう

置
ち

入
にゅう

力
りょく

した動
どう

力
りょく

を最
さい

大
だい

強
きょう

度
ど

（15）まで増
ぞう

幅
ふく

し、一
いち

方
ほう

向
こう

に出
しゅつ

力
りょく

する。反復装置上
じょう

の
小
ちい

さなのたいまつを右
みぎ

クリックで動
うご

かすことで信
しん

号
ごう

が1〜4チック遅
ち

延
えん

する。

レッドストーン
コンパレーター

メインとサブの2つの入
にゅう

力
りょく

から受
う

けた動
どう

力
りょく

を比
ひ

較
かく

し、その結
けっ

果
か

を動
どう

力
りょく

として一
いち

方
ほう

向
こう

に
出
しゅつ

力
りょく

する。「遮
しゃ

断
だん

モード」と「減
げん

算
ざん

モード」で動
どう

作
さ

が異
こと

なる。また、アイテムを格
かく

納
のう

できるブロック（チェストやホッパーなど）を入
にゅう

力
りょく

側
がわ

に接
せつ

続
ぞく

した場
ば

合
あい

、格
かく

納
のう

され
ているアイテム量

りょう

によって入
にゅう

力
りょく

される動
どう

力
りょく

が0〜15の強
きょう

度
ど

で変
へん

化
か

する。
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出
しゅつ

力
りょく

装
そ う

置
ち

 　動
どう

力
りょく

を受
う

けて何
なん

らかの動
どう

作
さ

を行
おこな

うブロック／設
せっ

置
ち

物
ぶつ

ドア 動
どう

力
りょく

のオン／オフで、ドアの開
かい

閉
へい

が可
か

能
のう

。

柵
さく

のゲート 動
どう

力
りょく

のオン／オフで、ゲートの開
かい

閉
へい

が可
か

能
のう

。

トラップドア 動
どう

力
りょく

のオン／オフで、トラップドアの開
かい

閉
へい

が可
か

能
のう

。

レッドストーンランプ 動
どう

力
りょく

のオン／オフで、ランプの点
てん

灯
とう

／消
しょう

灯
とう

が可
か

能
のう

。

TNT 一度動
どう

力
りょく

が与
あた

えられると点
てん

滅
めつ

し、4秒
びょう

後
ご

に爆
ばく

発
はつ

する。

レール カーブ状
じょう

態
たい

のレールに動
どう

力
りょく

をオン／オフすることで、カーブ方
ほう

向
こう

が切
き

り替
か

わる。

加
か

速
そく

レール 動
どう

力
りょく

のオン／オフで、通
つう

過
か

するトロッコを加
か

速
そく

／減
げん

速
そく

させる。

感
かん

知
ち

レール
動
どう

力
りょく

を受
う

けてオン状
じょう

態
たい

になると、通
つう

過
か

するトロッコに乗
の

っているキャラを降
こう

車
しゃ

さ
せる。また、TNT付

つ

きトロッコの起
き

爆
ばく

、ホッパー付
つ

きトロッコの有
ゆう

効
こう

／無
む

効
こう

切
き

り
替
か

えなども可
か

能
のう

。

ディスペンサー
動
どう

力
りょく

を受
う

けるたびに、格
かく

納
のう

しているアイテムをランダムで1つ排
はい

出
しゅつ

する。矢
や

は射
しゃ

出
しゅつ

され、水
みず

入
い

りバケツは水
すい

流
りゅう

が流
なが

れ（バケツは空
から

の状
じょう

態
たい

に変
へん

化
か

）、各
かく

種
しゅ

防
ぼう

具
ぐ

は目
め

の
前
まえ

にいるプレイヤーに装
そう

備
び

されるなど、アイテムによって挙
きょ

動
どう

が異
こと

なる。

ドロッパー
動
どう

力
りょく

を受
う

けるたびに、格
かく

納
のう

しているアイテムをランダムで1つ排
はい

出
しゅつ

する。ディスペン
サーと異

こと

なり、どのアイテムでもドロッパーの排
はい

出
しゅつ

口
こう

からドロップされるだけ。

ホッパー 動
どう

力
りょく

を受
う

けている間
あいだ

、アイテムの搬
はん

入
にゅう

出
しゅつ

を停
てい

止
し

する。

ピストン／粘
ねん

着
ちゃく

ピストン 動
どう

力
りょく

のオン／オフで、ピストンの伸
しん

縮
しゅく

が行
おこな

われる。

音
おん

符
ぷ

ブロック 動
どう

力
りょく

を受
う

けるたびに、設
せっ

定
てい

された単
たん

音
おん

を鳴
な

らす。

コマンドブロック 動
どう

力
りょく

を受
う

けるたびに、設
せっ

定
てい

されたコマンドを実
じっ

行
こう

する。

鐘
かね

（ベル） 動
どう

力
りょく

を受
う

けるたびに、鐘
かね

を1回
かい

鳴
な

らす。

　レッドストーン回
かい

路
ろ

で利
り

用
よう

する
多
おお

くの設
せっ

置
ち

物
ぶつ

（レッドストーントー
チ、レッドストーン、レバーなど）
は、水

すい

流
りゅう

に触
ふ

れるとアイテム化
か

す
る。そのため、水

すい

中
ちゅう

にレッドストー
ン回

かい

路
ろ

を作
つく

ることはできない。

Point

この性
せい

質
しつ

を利
り

用
よう

して、
水
みず

を流
なが

してレッドス
トーンを一

いっき

気に取
と

り
除
のぞ

くというテクニック
も使

つか

える。


